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寒冷寡照地帯における乾田直播栽培技術確立に関する研究

第 5報  耕起 法 と乾 直 水稲 の生 育 反 応
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1 ま え が き
寒冷寡照地帯に位置する当場においては,低位な気象生
産力示数に対応して,土菫基盤 を整備 し,省力安定多収機
械化の技術確立に努めてきた。透水性を附与した基盤のも
とで,4眸から積極的な地力維持増強策を考慮に入れた高
生産性稲作 (乾田直播 )技術体系確立試験に取り組んでき
ているが,当地帯の条件の下では解決しなければならない
問題が残っている。その一つとして,作期幅が限定される
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に入れ,耕起法を変え,生育・収量・地方へ及ぼす影響に
ついて,3カ 年検討した結果について報告する。

2試 験 方 法

1 供試条件
(1)供試圃場 県南分場 人工無底圃場
0)供試 J燿 黄福色土颯 埴壌土
0)試験条件 (表 1.2)

表 1 区の構成

5試 験 結 果
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出芽歩合

表5 出芽歩合 (多 )

表5に累年の出芽歩合を示す。手播きや機械播種のため
年次間のフレはあるが,傾向的には全耕,浅耕の出芽歩合
は高く,不耕起ではかなり低下し,イ タリアン不耕起では
さらに低下した。この原因としては,覆上の土塊が大きく.
芽が地上に出現するまでの日数が長びき,かつ,イ タリア
ン残根により土壌が多湿気味となり,種子腐敗が多くなっ
たことと,播種際 に,地表に散布された分解不十分な稲わ
らが機械に引っぱられ,播種精度が全耕等より低下したこ
となどが考えられる。乾田期間における■壌水分の推移は
不耕起では稲わらが地表を覆うため,土醸水分保持には有
利な反面,地温が上昇 しにくい面もみられた。
2 日減水深
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図 1 日減水深の推移

図 1に50年の日減水深の推移を示す。図としては示 して
いないが,平均日減水深は耕起法によって差がみられた。
初年目では全耕,浅耕で,088/日 台,不耕建で50n/日 台
であったが, 2年 目では前年の 5～ 7倍 となり,特に不耕
起では渥床気味の傾向を示 した。 3年 目は2年 目と同様の
傾向であった。これは,供試回場の周囲に明渠があること
と,跡地土壌の物理性からみて,小区画で大型機械が入ら
ないこともあって,経年により水みちができたためと思わ
れる。
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表2 耕種の概要
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表4 根群活力調査

骨電,あ色男漕翌黒徐禁韓運まサ藤;質見上獣9笙害[房
関連からみれば,全耕が望ましいようである。

(49年 8月 13日 )

注.活力比は全耕 ドリル播の各層位を100と した。
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図2 自播様式 と事数の推移

表5 rX■ l調査

表6に 5カ 年椰4跡地土壌の分析結果を示す。期起法に

よるEL4の理化学性の差がみられた。すなわち,物理性で

は,o～20mの土層で,全耕,浅耕の透水係数が10‐ オーダ
ーなのに対 し,不耕起では ll「 5オ ーダーを示し,7LE率 も
不耕起でやや高かった。化学性では,耕起の際の耕深の差
が現われ,腐植の集積は,不耕起,耕深では0～ 5"の土
層で多く,全耕では5～ 10"の 土層で多くなる傾向がみら
れた。また,乾土効果,温度上昇効果は0～ 5mの 士層で
不耕起が全耕,浅耕より高く現われた。しかし,透水量に

大きな差がみられたわりには,土壊中の塩基等に特徴的な
点は認められなかった。
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表6 直播様式と土壌の理化学性
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であった。
6 跡地土離調査

(5カ 鋼跡地 )
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